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国
文
学
会
機
関
誌
﹃
同
志
社
国
文
学
﹄
は
会
員
諸
氏
の
研
究
発
表
の
場

で
あ
り
ま
す
か
ら
︑
進
ん
で
ご
投
稿
く
だ
さ
い
︒
枚
数
は
手
書
き
の
場
合
︑

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
五
枚
程
度
︵
注
や
図
版
を
含
む
︶
︒
ワ
ー
プ
ロ

の
場
合
︑
Ａ
�
ヨ
コ
用
紙
縦
書
き
三
十
字
二
十
行
︑
二
十
三
枚
程
度
︑
ま

た
は
︑
Ａ
�
タ
テ
用
紙
横
書
き
三
十
九
字
三
十
二
行
︑
十
二
枚
程
度
と
し

ま
す
︒
投
稿
時
に
は
︑
論
文
二
部
︵
一
部
コ
ピ
ー
可
︶
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
︒

掲
載
の
場
合
は
︑
可
能
な
方
は
論
文
の
電
子
デ
ー
タ
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
︒
ま
た
︑
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
﹁
内
容
記
述
シ
ー
ト
﹂
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
︑
以
下
の
内
容
を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

①
英
文
タ
イ
ト
ル

②
キ
ー
ワ
ー
ド
︵
五
つ
以
内
︒
日
本
語
を
原
則
と
し
ま
す
が
︑
他
言
語

と
併
記
す
る
場
合
は
︿
電
子
図
書
館
︑
d
ig
ita
l
lib
ra
ry
﹀
の
よ
う

に
︑
︿

﹀
で
括
っ
て
く
だ
さ
い
︶

③
日
本
語
要
旨
︵
二
百
字
︶
︵
希
望
者
の
み
︶

﹁
内
容
記
述
シ
ー
ト
﹂
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ペ
ー
ジ
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※
同
志
社
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登
録
手
続
き
／
�
．

登
録
手
順
／
⑵

内
容
記
述
シ
ー
ト
の
記
入
／
内
容
記
述
シ
ー
ト
﹇
E
x
ce
l
4
0
K
B
﹈
・

﹇
T
e
x
t
6
8
5
B
﹈

内
容
記
述
シ
ー
ト
の
記
入
方
法
﹇
P
D
F

2
8
5
K
B
﹈
を
参
考
に
し
て

下
さ
い
︒

第
八
十
九
号
の
締
切
は
二
〇
一
八
年
九
月
末
︑
第
九
十
号
の
締
切
は
十

二
月
十
日
厳
守
︒
た
だ
し
︑
掲
載
論
文
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
論

文
の
採
択
は
編
集
委
員
に
一
任
し
て
く
だ
さ
い
︒
採
否
の
問
い
合
わ
せ
に

は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
︒

な
お
︑
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
複
製
権
︑
公
衆
送
信
権
は
同
志
社

大
学
国
文
学
会
の
許
諾
に
委
ね
る
も
の
と
し
ま
す
︒

※
第
六
十
七
号
よ
り
︑
﹃
同
志
社
国
文
学
﹄
は
同
志
社
大
学
学
術
リ
ポ

ジ
ト
リ
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
の
検
索
上
の
便
宜
の
た
め
︑
投

稿
時
に
右
の
①
②
を
添
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

投

稿

規

定


